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今
の
都
城
の
住
み
心
地
を

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
。

◎
解
説

住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、
86
・
８
㌫

の
人
が
、「
住
み
や
す
い
」、「
ま
あ
住

み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
て
、
前
年
度

の
調
査
よ
り
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
以
降
、

下
落
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

年
代
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」、

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る

人
は
、
20
代
の
95
・
８
㌫
が
最
も
多
く
、

逆
に
最
も
少
な
い
の
は
30
代
の
81
・
９

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
都
城
に

住
み
続
け
た
い
で
す
か
。

◎
解
説

76
・
３
㌫
の
人
が
、「
都
城
に
住
み

続
け
た
い
」
と
感
じ
て
い
て
、
前
年
度

の
調
査
よ
り
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

年
代
別
に
み
る
と
、「
都
城
に
住
み

続
け
た
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
70

代
の
81
・
３
㌫
が
最
も
多
く
、
逆
に
最

も
少
な
い
の
は
30
代
の
66
・
３
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市では、市民の意見を市政に反映させるため、 7月に「都城市市民意識調査（ふれあいアンケート）」
を実施しました。調査にご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。
今回は、20歳から80歳までの約12万2,000人の市民の中から無作為に選んだ4,000人を対象に、本市
の住み心地や市民サービス、自治公民館、墓地・納骨堂、防災意識、地域包括支援センター、家庭
の日、心の健康、市議会、選挙、市政への要望について調査を行いました。
回答者は1,512人で、回答率は38％でした。詳細な結果は、市のホームページに掲載しています。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

第9回 都城市市民意識調査

ふれあいアンケート結果

Q

Q

都
城
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て

住みやすい
34.4%

無回答
1.9%

住みにくい　1.8%やや住みにくい
9.5%

まあ住みやすい
52.4%

現在地または
その周辺に住みたい

69.3%市内の
他の地域に
住みたい
7.0%

わからない　15.6%
無回答　5.2%市内には

住みたくない
2.9%

◆男女別
性　別 回答者 比　率
男　性 600人 39.7%
女　性 890人 58.8%
無回答 22人 1.5%

計 1,512人 100.0%

◆年代別
年　代 回答者 比　率
20代 96人 6.3%
30代 160人 10.6%
40代 228人 15.1%
50代 275人 18.2%
60代 403人 26.7%
70代 330人 21.8%
無回答 20人 1.3%

計 1,512人 100.0%

◆地区別
地　区 回答者 比　率
姫　城 96人 6.4%
小松原 83人 5.5%
妻ケ丘 165人 10.9%
祝　吉 182人 12.0%
五十市 171人 11.3%
横　市 123人 8.1%
沖　水 108人 7.2%
志和池 86人 5.7%
庄　内 64人 4.2%

地　区 回答者 比　率
西　岳 25人 1.7%
中　郷 79人 5.2%
山之口 64人 4.2%
高　城 92人 6.1%
山　田 52人 3.4%
高　崎 86人 5.7%
無回答 36人 2.4%

合計 1,512人 100.0%
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「良い」・「やや良い」上位5項目

ごみの収集

静かさ

水の清らかさ

教育施設（学校）

空気の清らかさ・におい

0 100%

2.6%

2.2%

2.8%

3.3%

良い やや良い

良い

48.3%

44.1%

41.0%

39.2%

40.5%

38.4%

41.5%

44.0%

45.2%

42.2%

8.7%

10.8%

9.8%

7.5%

12.6%

2.6%

2.2%

2.8%

1.8%

3.3%

やや良い やや悪い 悪い

やや悪い 悪い

「良い」・「やや良い」下位5項目

働く場（雇用）

余暇利用施設

子どもの遊び場

蚊・ハエの駆除

排水溝の整備
0 100%

良い やや良い

悪い

20.4%

13.0%

10.3%

11.6%

10.6%

32.8%

31.5%

30.4%

30.3%

21.2%

32.5%

37.8%

40.3%

41.0%

41.7%

7.0%

11.9%

13.2%

14.0%

24.5%

やや良い やや悪い良い

やや悪い 悪い

毎
月
第
３
日
曜
日
が
「
家
庭

の
日
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

「
家
庭
の
日
」
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

次
の
項
目
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

◎
解
説

ご
み
の
収
集
や
地
域
の
安
全
な
ど
の

20
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

「
良
い
」、「
や
や
良
い
」
と
感
じ
て
い

る
上
位
５
項
目
は
、
ご
み
の
収
集
（
86
・

７
㌫
）、
静
か
さ
（
85
・
６
㌫
）、
水
の

清
ら
か
さ
（
85
・
０
㌫
）、
教
育
施
設

（
学
校
）（
84
・
４
㌫
）、
空
気
の
清
ら
か

さ
・
に
お
い（
82
・
７
㌫
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

逆
に
、
下
位
５
項
目
は
、
働
く
場

（
雇
用
）（
39
・
５
㌫
）、
余
暇
利
用
施

設
（
49
・
７
㌫
）、
子
ど
も
の
遊
び
場

（
53
・
５
㌫
）、
蚊
・
ハ
エ
の
駆
除
（
55
・

０
㌫
）、
排
水
溝
の
整
備
（
66
・
２
㌫
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
に
県
内
各
地
の

施
設
・
店
舗
で
料
金
割
引
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
「
優
待
制

度
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

◎
解
説

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
家
族

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と
、
宮
崎
県

で
は
毎
月
第
３
日
曜
日
を「
家
庭
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
市
長

が
自
ら
率
先
し
て
こ
れ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

家
庭
の
日
に
つ
い
て
、
55
・
０
㌫
が

「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
て
、
61
・

７
㌫
が
「
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
な
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、啓
発
の
一

環
と
し
て
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
優

待
制
度
」
に
つ
い
て
も
、
65
・
０
㌫
が

「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

QQ

Q

Q

家
庭
の
日
に
つ
い
て

知らない
65.0%

知っている
33.0%

無回答
2.0%

知らない
55.0%

知っている
43.9%

無回答
1.1%

取り組んだ
ことがない
61.7%

時々
取り組んでいる

29.2%

毎月取り組んでいる
4.4% 無回答

4.7%
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本
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
市
民
課
窓
口
業
務
の

時
間
延
長
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
時
間

帯
は
あ
り
ま
す
か
。

（
複
数
回
答
）

知らない
59.8%

知っている
36.2%

無回答
4.0%

本
市
の
窓
口
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
利
用
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

窓
口
を
利
用
し
た
と
き
の
印

象
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
た
か
。

窓
口
を
利
用
し
て
、
ど
の
よ

う
な
点
が
良
く
な
か
っ
た
で

す
か
。（
複
数
回
答
）

QQ

Q

QQ

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

ある
86.6%

ない
12.0%

無回答
1.4%

良かった
59.8%

良くなかった
7.6%

どちらとも
いえない
30.6%

無回答
2.0%

利用した
ことがない
41.1%平日の

昼休み時間
37.5%

毎週
木曜日の夜間
8.3%

無回答10.1%4月1日前後の
転入・転出の多い時期

3.0%

現
在
、市
民
課
の
窓
口
で
は
、

戸
籍
・
住
民
異
動
届
出
や
税

証
明
書
の
発
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
外
に
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

（
複
数
回
答
）

◎
解
説

更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
職
員
の

意
識
改
革
の
参
考
と
す
る
た
め
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
市
で
は
、
総
合
窓
口
導

入
の
検
討
を
行
っ
て
い
て
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
重
要
な
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

Q

0 2 4 6 8 12 14 16 1810 20%

いくつもの窓口を回らなければならなかった

どのくらい時間がかかるのか分からなかった

待ち時間が長かった

窓口での職員の説明が分かりにくかった

窓口の場所が分かりにくかった

書類の記入の仕方が分かりにくかった

窓口の案内表示が分かりにくかった

その他

15.1%

14.1%

12.4%

11.8%

10.9%

9.7%

6.1%

19.9%

0 5 10 15 20 25 30 35%

今のままでよい

国民健康保険

介護保険

児童手当・乳幼児医療・保育所

市の温泉施設利用券・敬老バス券

障がい者福祉

小･中学校、幼稚園

その他

31.3%

12.0%

11.4%

9.1%

7.9%

7.0%

6.7%

14.6%



5 Miyakonojo City Public Relations 2014.12

市
議
会
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
。

市
議
会
に
関
心
が
な
い
理
由

は
何
で
す
か
。

あ
な
た
が
特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

（
複
数
回
答　

上
位
15
位
）

「
市
民
の
た
め
の
開
か
れ
た

議
会
」
に
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

◎
解
説

市
議
会
に
関
心
が
「
な
い
」
と
答
え

た
人
は
55
・
４
㌫
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
理
由
と
し
て
は
「
い
つ
開
催
さ
れ
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
」、「
会
議
の
内
容

が
分
か
ら
な
い
」、「
直
接
生
活
に
関
係

な
い
と
感
じ
る
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。市

民
の
た
め
の
開
か
れ
た
議
会
に
す

る
た
め
に
、
議
員
に
よ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
の
発
行
や
議
会
活
動
報
告
会
の
開

催
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
み
る
と
、
20
代
・
40
代
・

50
代
・
60
代
で
「
商
店
街
の
活
性
化
」、

30
代
で
「
余
暇
利
用
施
設
」、
70
代
で

「
生
活
道
路
や
側
溝
の
整
備
」
が
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
別
で
み
る
と
、
姫
城
・
小
松
原
・

妻
ケ
丘
・
祝
吉
・
五
十
市
・
横
市
・
山

之
口
・
山
田
・
高
崎
で
「
商
店
街
の
活

性
化
」、
沖
水
で
「
余
暇
利
用
施
設
の

整
備
」、
志
和
池
・
西
岳
・
中
郷
で
「
生

活
道
路
や
側
溝
の
整
備
」、
庄
内
・
高

城
で
「
福
祉
対
策
」
が
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
解
説

特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
項
目
の
1

位
は
、
４
年
連
続
で
「
商
店
街
の
活
性

化
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

以
降
、
順
位
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、

「
商
店
街
の
活
性
化
」、「
福
祉
対
策
」、

「
生
活
道
路
や
側
溝
の
整
備
」、「
企
業

誘
致
」、「
救
急
医
療
対
策
」
は
、
常
に

上
位
５
項
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
と
比
較
し
て
順
位
が
上
昇
し

た
主
な
項
目
は
「
余
暇
利
用
施
設
の
整

備
」、「
下
水
道
の
整
備
」、「
ご
み
、
し

尿
の
処
理
」、「
公
園
・
緑
地
の
整
備
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

市
議
会
に
つ
い
て

市
政
へ
の
要
望

ある
41.9%ない

55.4%

無回答
2.7%

議員が
編集する
議会広報

（議会だより）
31.5%

今のままで
よい
11.8%

議員による
議会活動の報告会

31.0%

その他
25.7%

いつ開催されて
いるか
分からない
35.6%

直接生活に
関係ないと
感じる
24.1%

会議の内容が
分からない
31.0%

その他
9.3%

0 10 20 30 40%

商店街の活性化

福祉対策

生活道路や側溝の整備

企業誘致

救急医療対策

余暇利用施設の整備

公害対策

33.5%

27.6%　　　 

27.3%　　　 

26.0%　　　　

21.3%　　　　　　  

19.2%　　　　　　　　

16.0%　　　　　　　　　  

病気予防と健康増進　　　

下水道の整備　　　　　　

交通安全対策　　　　　　 

河川浄化や環境保全　　　　 

ごみ、し尿の処理　　　　　 

防犯対策　　　　　　　　　

幹線道路やバイパスなどの整備

公園･緑地の整備　　　　　　 

15.5%

15.4%

14.7%

13.2%

13.0%

13.0%

12.0%

11.6%



まちなかレンタサイクル事業

高校生レストラン事業
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市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
再
生
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
ハ
ー
ド
事
業

と
し
て
「
中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業
」、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
「
ま
ち
な

か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
ソ
フ

ト
事
業
「
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン

「
都
城
市
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
」

は
、
中
心
市
街
地
で
行
っ
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
施
設
整
備
事
業
を
生
か
し
な
が

ら
、
一
層
の
活
性
化
を
促
す
ソ
フ
ト
事

業
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
市
民
委
員

に
よ
る
検
討
な
ど
を
行
い
、
平
成
23
年

２
月
に
市
が
策
定
し
た
計
画
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
23
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど

の
連
携
・
協
働
に
つ
な
が
る
事
業
や
、

地
域
独
自
の
伝
統
・
文
化
な
ど
の
資
源

を
生
か
し
た
事
業
な
ど
、
15
の
ま
ち
な

か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
ま
ち
な
か
の
来
街
者
や
居
住
者

の
増
加
と
交
流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

平
成
25
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
事
業

と
し
て
は
、
複
数
の
商
店
街
が
連
携
し

た
「
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
都
城
駅
な
ど
５
カ
所
に

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
、
買
い
物
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
な

ど
で
中
心
市
街
地
を
訪
れ
る
人
の
利
便

性
の
向
上
と
回
遊
を
促
す
「
ま
ち
な
か

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
や
、
中
心
市

街
地
へ
の
出
店
促
進
を
目
的
と
し
た

「
ま
ち
な
か
起
業
支
援
事
業
」
な
ど
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
の
連
動

平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
ち

な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
。
し
か
し
、

開
始
直
前
に
都
城
大
丸
が
閉
店
す
る
な

ど
、
そ
の
環
境
は
計
画
策
定
時
と
は
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
都
城
大
丸
跡
地
の
再
生
に
向
け
た

取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
都
城
大
丸
跡
地
に
新
た
に
整
備
さ

れ
る
民
間
・
公
共
施
設
の
効
果
を
高
め

る
た
め
に
も
、
ハ
ー
ド
事
業
と
連
動
し

た
ソ
フ
ト
事
業
の
役
割
は
さ
ら
に
大
き

く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
都
城
商
工
会
議

所
が
実
施
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど

を
基
に
、
昨
年
度
、
ま
ち
な
か
活
性
化

プ
ラ
ン
事
業
の
再
検
討
を
実
施
。
最
終

的
に
、
継
続
事
業
を
含
む
20
事
業
に
再

編
し
、
本
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で

に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
の
取
り
組
み

本
年
度
は
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
次
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

街
の
景
色
を
明
る
く
変
え
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
ゆ
ず
り
葉
大
通
り
に
加
え

て
、
中
央
通
り
や
12
番
街
（
ほ
お
ず
き

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）、
交
流
プ
ラ
ザ

北
側
の
ワ
ン
パ
ー
ク
に
も
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
次

世
代
育
成
を
目
的
に
、
都
城
ぼ
ん
ち
市

（
毎
月
第
２
日
曜
日
開
催
）
に
合
わ
せ
、

都
城
東
高
校
の
生
徒
が
、
中
心
市
街
地

の
店
舗
で
月

替
わ
り
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
事
業

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ア
ー
ケ
ー
ド
等
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

来
街
者
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
主
に
中
心
市
街
地

の
８
つ
の
商
店
街
が
取
り
組
む
、
ア
ー

ケ
ー
ド
な
ど
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
配
置
調
査
事
業

都
城
大
丸
跡
地
や
周
辺
商
店
街
を
対

象
に
行
う
ソ
フ
ト
事
業
や
、
街
の
雰
囲

気
を
変
え
る
仕
掛
け
を
行
う
専
門
職
と

し
て
、「
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の

配
置
を
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

※
次
回
（
３
月
号
掲
載
予
定
）
は
、都
城

大
丸
跡
地
で
整
備
さ
れ
る
民
間
・
公

共
施
設（
中
心
市
街
地
中
核
施
設
）の

概
要
と
、
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ま
ち
な
か
再
生
を

考
える
（2）
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「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
は
、
世
界
的
に
美
し
く
貴
重
な
地
形
や
地
質
に
触
れ
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
自

然
公
園
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
霧
島
山
麓
周
辺
の
５
市
１
町
（
都
城
市
・
高
原
町
・
小
林
市
・
え
び
の
市
・

霧
島
市
・
曽
於
市
）
で
進
め
て
い
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課　

☎
23

－

２
６
１
５

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の

支
援
で
設
立
さ
れ
た
「
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
審
査
を
受
け
認

定
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年
９
月
現
在
、

世
界
30
カ
国
１
０
０
地
域
が
認
定
さ
れ

て
い
て
、
国
内
に
は
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク

な
ど
７
地
域
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
国
内
版
と
な
る
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
７
地
域
を
含

め
て
36
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
霧
島
山

霧
島
山
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
、

地
域
振
興
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
20
年
10
月
、
霧
島
山
麓
周
辺

の
５
市
１
町
で
構
成
す
る
「
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
活
動

が
始
ま
り
、
平
成
22
年
９
月
14
日
に
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

５
市
１
町
で
協
力
し
な
が
ら
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
し
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

関
之
尾
む
か
え
び
と
の
会

ジ
オ
サ
イ
ト
で
あ
る
関
之
尾
滝
の

案
内
を
目
的
に
平
成
21
年
に
設
立
。

年
中
無
休
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
滝
の
案
内
（
無
料
）】

●
申
込
人
数

　

３
人
以
上

●
申
込
期
限

　

１
週
間
前
ま
で

【
紙
芝
居
】

●
料
金　

１
組

　

２
、０
０
０
円

●
申
込
期
限　

１
週
間
前
ま
で

●
内
容　

①
お
雪
さ
ん
物
語
（
関
之

尾
に
伝
わ
る
話
）
②
坂
元
源
兵
衛
物

語
（
前
田
用
水
路
を
テ
ー
マ
に
し
た

話
）

◎
問
い
合
わ
せ　

関
之
尾
緑
の
村

　
　
　
　
　
　
　

☎
37

－

２
９
２
９

み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

霧
島
山
登
山
の
企
画
や
ジ
オ
サ
イ

ト
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

☎
33

－

１
０
４
６

都
城
市
の
取
り
組
み

本
市
で
も
、市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト（
ジ

オ
パ
ー
ク
内
の
見
ど
こ
ろ
）
を
巡
る
ツ

ア
ー
な
ど
を
開
催
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

目
指
せ！

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

霧島ジオパーク活性化会議
5 市 1 町の観光協会やガイドを中心

に、霧島の活性化を目指して平成22年に
発足。地元の食文化を広く紹介する「が
ねコンテスト」の開催や、霧島ジオパー
クグッズの製作・販売、各種イベントで
の啓発活動など、民間が主体となったＰ
Ｒ活動を展開しています。

霧島ジオガイド養成講座
ジオパークの魅力発信を目的としたガイドの養成講座を開講。これまでに
100人を超える人たちが受講しています。

その他にも、
・小中学校へのジオパーク特設コーナー
設置

・ジオパーク内を巡るツアーの開催
・霧島山学習本の製作・配布
・啓発看板の設置
・紹介ＤＶＤの製作
・ホームページの開設
など、さまざまな取り組みを行っています。

霧島ジオパーク推進連絡協議会の取り組み
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飲
酒
運
転
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
、
み
ん
な
の
チ
カ
ラ

飲
酒
運
転
は
、
人
の
命
を
奪
う
こ
と
も

あ
る
重
大
な
犯
罪
行
為
で
す
。
市
で
は

こ
れ
ま
で
関
係
機
関
と
と
も
に
、
飲
酒

運
転
根
絶
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
な
く
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今

回
は
、
市
の
飲
酒
運
転
の
現
状
や
、
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

７
１
８
３

な
く
な
ら
な
い
飲
酒
運
転

飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に

直
結
す
る
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
犯
罪

行
為
で
す
。
同
乗
者
や
酒
を
提
供
し
た

人
に
も
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
都
城
警
察
署
管
内

の
飲
酒
運
転
検
挙
者
数
は
、
平
成
19
年

か
ら
５
年
連
続
で
県
内
最
多
を
記
録
。

平
成
24
年
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
し
た

が
、
25
年
は
再
度
、
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
り
、
本
年
も
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
歴
史
に
興
味
が
あ

っ
た
と
い
う
田
代
さ
ん
。
高
校
で
教
壇

に
立
つ
傍
ら
、
神
社
や
史
跡
を
巡
り
、

都
城
の
歴
史
と
文
化
を
独
自
に
学
ん
で

い
ま
し
た
が
、
よ
り
深
く
学
び
た
い
と

思
い
、
昭
和
60
年
に
都
城
史
談
会
、
南

九
州
文
化
研
究
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
都
城
の
歴
史
を
、
楽
し

み
な
が
ら
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
か
ら
、庄
内
の
乱
を
描
い
た「
都

城
の
乱
」
や
幕
末
の
都
城
島
津
家
を
描

い
た
「
都
城
幕
末
伝
」、
都
城
市
民
劇

団
公
演
「
都
城
の
乱
」
な
ど
、
多
く
の

歴
史
小
説
や
舞
台
脚
本
を
執
筆
し
て
き

ま
し
た
。

平
成
19
年
に
は
「
都
城
歴
史
と
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
会
議
」（
平
成
21
年
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
）
を
設
立
。
鹿
児
島
藩

で
行
わ
れ
た
青
少
年
教
育「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
」

を
体
験
す
る
講
座
や
、
都
城
島
津
邸
を

中
心
に
活
動
す
る
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
の

養
成
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
て
、
体

験
を
通
じ
た
文
化
継
承
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

都
城
市
文
化
賞
は
、
本
市
の
文
化
の
向
上
や

発
展
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た

個
人
・
団
体
に
対
し
て
、
都
城
市
文
化
賞
条

例
に
基
づ
き
贈
呈
す
る
も
の
で
、
旧
都
城
市

時
代
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
98
人
・
７
団
体

が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
新
市
と
な
っ
て
９
回

目
と
な
る
今
回
は
、
文
化
功
労
部
門
で
田
代

義
博
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－
２
１
３
２

県
内
の
飲
酒
運
転
検
挙
者

市
の
取
り
組
み

市
で
は
、
関
係
機
関
や
団
体
と
一
体

と
な
っ
て
、
早
朝
や
夕
刻
の
街
頭
啓
発

活
動
の
ほ
か
、
各
種
企
業
や
団
体
が
実

施
す
る
交
通
安
全
教
室
で
飲
酒
運
転
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
推
奨
店
の
協
力
を
得

て
、
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
月
間
で
す
！

飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期

に
合
わ
せ
て
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。「
飲

酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
み
ん

な
の
チ
カ
ラ
」
を
合
言
葉
に
、
飲
酒
運

転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

（平成26年1月1日～ 10月31日）

県全体 276 件（昨年+28）

1位 宮崎北 54 件（昨年+28）

2位 日向 38 件（昨年+14）

2 位 都城 38件（昨年－5）

4 位 延岡 27 件（昨年+1）

4位 宮崎南 27 件（昨年－1）

平
成
26
年
度 

都
城
市
文
化
賞

飲酒運転は飲酒運転は

許許しません!しません!

文化功労部門

田
た

代
しろ

　義
よし

博
ひろ
さん（都原町）
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県
民
の
代
表
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す
。
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
一
人
一
人

の
大
切
な
１
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
23

－

７
８
６
４

期日前投票用の請求
書兼宣誓書は、左角
から開いてください

入
場
整
理
券
は
右
角
か
ら
開
い
て
く
だ
さ
い

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

●
住
所
要
件　

平
成
26
年
９
月
３
日
以

前
か
ら
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

登
録
日
の
12
月
３
日
現
在
、
引
き
続
き

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

※
９
月
４
日
以
降
に
県
内
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
市

町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
引
き
続
き
本
市
に

住
所
が
あ
る
旨
の
証
明
（
居
住
証
明

書
）
が
必
要
に
な
り
ま
す

●
年
齢
要
件　

平
成
６
年
12
月
22
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

投
票
所　

市
内
の
85
投
票
所
で
投
票
が

行
わ
れ
ま
す
。
必
ず
入
場
整
理
券
で
場

所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

階
段
や
段
差
の
あ
る
投
票
所
で
介
添

え
な
ど
が
必
要
な
人
は
、
投
票
所
の
係

員
に
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

開
票　

21
時
20
分
か
ら
早
水
公
園
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
即
日
開
票
。
参
観
は

市
内
在
住
の
選
挙
人
に
限
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
の
郵
送

入
場
整
理
券
は
、
12
月
初
旬
に
郵
送

す
る
予
定
で
す
。
入
場
整
理
券
を
作
成

し
た
日
以
降
の
転
居
や
戸
籍
の
異
動
な

ど
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

入
場
整
理
券
を
持
参
す
る
と
、
期
日

前
投
票
や
投
票
日
当
日
の
手
続
き
が
簡

単
で
す
。
入
場
整
理
券
が
な
く
て
も
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
投
票
所

で
そ
の
旨
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
裏
面
の
期
日
前
投
票
用
宣
誓
書

事
前
に
記
入
し
て
期
日
前
投
票
所
に

持
参
す
る
と
、
受
け
付
け
が
早
く
済
み

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
や

要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の

人
は
、郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報　

12
月
12
日
㈮
に
新
聞
折
り

込
み
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。
市
役
所

や
銀
行
、
一
部
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
郵

送
希
望
の
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

12
月
21
日
㈰
は
宮
崎
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

一部の投票所で
投票時間が変わります!

投票日に用事がある人は
期日前投票ができます!

庄内地区 全て午後 7時まで
西岳地区 全て午後 6時まで

中郷地区 石原、尾平野は午後 5時、他は
午後 7時まで

山之口地区
永野、飛松は午後 5時、青井岳
は午後 6時、上富吉は午後 7時、
他は午後 8時まで

高城地区 四家は午後 6時、他は午後 7時
まで

山田地区 全て午後 7時まで

高崎地区 前田、笛水は午後 6時、他は午
後 7時まで

投票時間は午前 7時から午後 8時までです。
ただし、次の地区の投票所の閉鎖時刻が変更に
なりますので、ご注意ください。

仕事やレジャー、冠婚葬祭、病気や出産など
のため、投票日に投票所に行けない人は期日前
投票ができます。
どの期日前投票所でも投票できますが、総合
支所や地区公民館は、期間や時間が異なります
ので、ご注意ください。期日前投票をするとき
は、「投票用紙請求書兼宣誓書」の提出が必要で
す。入場整理券裏面の宣誓書を事前に記入して
持参すると、受け付けが早く済みます。

<場所および日程>
コミュニティセンター（市美術館前）
●期間　12月 5日㈮～ 20日㈯
●時間　午前 8時30分～午後 8時
山之口・高城・高崎総合支所、山田総合センター、
沖水・志和池・庄内・西岳・中郷地区公民館
●期間　12月 7日㈰～ 20日㈯
●時間　午前 8時30分～午後 8時
※西岳地区公民館は午後 6時まで
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「
償
却
資
産
」
と
は
？

固
定
資
産
税
で
い
う
「
償
却
資
産
」

と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
で
事
業
用
に

使
わ
れ
る
資
産
の
こ
と
で
、
課
税
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
会
社
や
個

人
で
工
場
、
商
店
、
理
・
美
容
店
、
病

院
、
建
設
業
、
ア
パ
ー
ト
・
借
家
経
営
、

農
業
な
ど
の
事
業
を
し
て
い
る
人
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
構
築
物

や
機
械
、
機
具
（
器
具
）、
備
品
な
ど
が

償
却
資
産
に
当
た
り
、
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
事
業
用
と
し
て
使
用
し
て

い
て
も
、
自
動
車
の
よ
う
に
自
動
車
税

（
軽
自
動
車
税
）
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
も
の
な
ど
は
除
き
ま
す
。

な
お
、
償
却
資
産
の
免
税
点
は
、

１
５
０
万
円
で
す
。
所
有
し
て
い
る
償

却
資
産
の
評
価
額
（
課
税
標
準
額
）
の

合
計
が
１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
、
固

定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申

告
は
必
要
で
す
。

　
　

申
告
す
る
も
の
が
な
く
て
も
申
告

　
　

し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　
　

償
却
資
産
は
、
法
令
で
毎
年
申
告

　
　

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

場
合
や
課
税
さ
れ
な
い
場
合
で
も
申
告

が
必
要
で
す
。
正
当
な
理
由
が
な
く
申

告
を
し
な
か
っ
た
場
合
や
、
虚
偽
の
申

告
を
し
た
場
合
は
、
罰
金
な
ど
の
罰
則

規
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

確
定
申
告
の
と
き
「
減
価
償
却
資

　
　

産
申
告
」
を
す
る
予
定
で
も
、
別

に
申
告
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　
　
「
減
価
償
却
資
産
申
告
」
は
確
定

　
　

申
告
な
ど
で
税
控
除
を
目
的
に
申

告
す
る
も
の
で
、
課
税
を
目
的
と
す
る

固
定
資
産
税
の
「
償
却
資
産
申
告
」
と

は
違
う
も
の
で
す
。

事
業
用
と
し
て
市
内
で
所
有
す
る
償

却
資
産
は
、
市
長
に
対
し
て
申
告
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
の
方
法
は
？

12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
そ
の
申
告
書
に
償
却
資
産
の
所
有

状
況
を
記
入
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
資

産
税
課
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
下
旬
を
過
ぎ
て
も
申
告
書
が
送

ら
れ
て
こ
な
い
人
や
、
新
規
に
事
業
を

開
始
し
た
人
は
、
資
産
税
課
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。

工
場
や
商
店
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
、
ま
た
駐
車
場
や

ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
い
る
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る

人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23

－

２
１
２
４

事
業
主
の
皆
さ
ん
１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

申
告
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

QQ AA

具
体
的
な
対
象
物
は
？

１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
事
業
用
の
構
築
物
や
機
械
、
機
具
（
器
具
）、

備
品
な
ど
で
す
。
主
な
業
種
別
の
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
飲
食
店

厨
房
設
備

冷
蔵
庫

レ
ジ
ス
タ
ー

応
接
備
品

◎
小
売
業

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

冷
蔵
ス
ト
ッ
カ
ー

レ
ジ
ス
タ
ー

食
品
ス
ラ
イ
サ
ー

◎
ア
パ
ー
ト
・
借
家
経
営

ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス

駐
輪
場

屋
根
付
き
車
庫

◎
理
・
美
容
業

理
美
容
い
す

洗
面
設
備

サ
イ
ン
ポ
ー
ル

タ
オ
ル
蒸
し
器

◎
農
業

家
畜
用
設
備

農
耕
用
器
具

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

◎
各
種
共
通

看
板
、
駐
車
場
舗
装
、
外
灯
照
明

設
備
、
受
変
電
設
備
、
空
調
設
備
、

太
陽
光
発
電
設
備
（
確
定
申
告
な

ど
で
税
控
除

を
受
け
て
い

る
場
合
は
、

申
告
が
必
要
）

な
ど
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平
成
27
年
１
月
か
ら
、
70
歳
未
満
の
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

高
額
療
養
費
制
度

高
額
療
養
費
制
度
は
、
１
カ
月
に
医

療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支
払
っ
た
額

が
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
超
過
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

※
保
険
診
療
外
の
費
用
や
、
入
院
時
の

食
費
負
担
を
除
く

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
と
き

に
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
な

ど
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
険
年

金
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
算
定

基
準
も
変
更
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

保
険
年
金
課
、
ま
た
は
介
護
保
険
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※保険税課税所得とは、国民健康保険税算定の基礎となる基礎控除後の
総所得額です
※自己負担限度額の計算は、同一世帯内で、受診者、医療機関（入院、外来、
医科、歯科）ごとに、21,000円以上のものを合算します
※多数該当とは、過去 1年間に医療費が限度額を超えた月が 4回以上あ
る場合に、 4回目の月から限度額が下げられます

高額療養費制度・高額介護合算療養費制度の医療に関する問い合わせ　保険年金課　☎23-2634
高額介護合算療養費制度の介護に関する問い合わせ　　　　　　　　　介護保険課　☎23-2114

区分 所得要件 自己負担限度額

A

保険税課税所得
600万円超の世帯
（世帯内に未申告者がいる場合
を含む）

150,000円+（総医療費－500,000円）×1%
（多数該当：83,400円）

B 保険税課税所得
600万円以下の世帯

80,100円+（総医療費－267,000円）×1%
（多数該当：44,400円）

C 住民税非課税世帯 35,400円（多数該当：24,600円）

平成26年12月まで

区分 所得要件 自己負担限度額

ア

保険税課税所得
901万円超の世帯
（世帯内に未申告者がいる場合
を含む）

252,600円+（総医療費－842,000円）×1%
（多数該当：140,100円）

イ 保険税課税所得
600万円～ 901万円以下の世帯

167,400円+（総医療費－558,000円）×1%
（多数該当：93,000円）

ウ 保険税課税所得
210万円～ 600万円以下の世帯

80,100円+（総医療費－267,000円）×1%
（多数該当：44,400円）

エ 保険税課税所得
210万円以下の世帯 57,600円（多数該当：44,400円）

オ 住民税非課税世帯 35,400円（多数該当：24,600円）

平成27年1月以降

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
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き
れ
い
に
な
っ
た
Ｓ
Ｌ
を
見
に
来
て
ね

今
町
鉄
道
記
念
公
園
Ｓ
Ｌ
清
掃

10
月
23
日
、
今
町
鉄
道
記
念
公
園
に

展
示
し
て
あ
る
機
関
車
（
Ｓ
Ｌ
）
の
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
掃
活
動

に
は
、
国
鉄
、
Ｊ
Ｒ
の
退
職
者
を
中
心

と
し
た
都
城
Ｓ
Ｌ
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー

10
人
が
参
加
。
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
周
辺

の
草
刈
り
や
竹
の
除
去
な
ど
を
行
っ
た

後
、
昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
Ｓ
Ｌ
を
丁

寧
に
磨
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。
元
機
関

士
の
尾
方
幸
男
さ
ん
（
金
田
町
）
は
、「
機

関
助
手
と
し
て
働
い
て
い
た
息
子
と
一

緒
に
運
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
も
愛

着
が
あ
る
。
き
れ
い
に
な
っ
た
Ｓ
Ｌ
を

多
く
の
人
に
見
に
来
て
ほ
し
い
」
と
汗

を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
再
生
に
役
立
て
て

中
心
市
街
地
模
型
の
寄
贈

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
ら

が
、中
心
市
街
地
の
模
型
を
10
月
21
日
、

本
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
模
型
は
、
中

町
交
差
点
を
中
心
に
建
物
や
道
路
、
公

園
な
ど
を
忠
実
に
再
現
。
建
物
や
樹
木

な
ど
に
は
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ス
ポ

ン
ジ
を
使
い
、
建
物
は
階
層
数
か
ら
高

さ
を
計
算
し
て
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

住
宅
は
屋
根
の
形
を
工
夫
し
事
業
所
と

区
別
。
中
心
市
街
地
を
立
体
的
に
確
認

で
き
ま
す
。
山
本
大だ
い

起き

さ
ん（
専
攻
科
・

２
年
）
は
、「
建
物
を
細
か
く
切
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。
新
し
く
な
る
旧
大

丸
周
辺
も
、
今
後
、
反
映
さ
せ
た
い
」

と
未
来
予
想
図
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

い
に
し
え
の
に
ぎ
わ
い
、
再
び

東
目
街
道
秋
ま
つ
り

東ひ
が
し

目め

街か
い

道ど
う

秋
ま
つ
り
が
10
月
26
日
、

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
藩
が
公
道
と

し
た
主
要
三
筋
（
出い
ず
み水
筋
、
大
口
筋
、

高
岡
筋
）
の
一
つ
で
、
現
在
の
国
道
10

号
に
当
た
る
高
岡
筋
に
つ
い
て
、
東
目

筋
と
呼
ん
だ
こ
と
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
。
来
場
者
ら
は
、
地
元
小
中
学
校
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
や
、
マ
グ
ロ
の
解

体
シ
ョ
ー
と
試
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。着
物
姿
で
人
力
車
に
搭
乗
し
、

祭
り
に
花
を
添
え
て
い
た
宮
田
由
香
里

さ
ん
（
高
城
町
桜
木
）
は
「
地
元
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

未
来
の
有
権
者
の
力
作
ず
ら
り

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
標
語
書
道
展

選
挙
へ
の
興
味
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
実
施
さ
れ
た
、
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
標
語
書
道
展
入
賞
者
の
表
彰
式

が
10
月
26
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
37

点
、
書
道
約
３
、０
０
０
点
の
応
募
の

中
か
ら
、
入
賞
し
た
児
童
と
生
徒
55
人

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。入
賞
作
品
は
、

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
巡
回
し
て
展

示
。「
政
治
」
と
い
う
字
を
書
い
て
入

賞
し
た
大お
お

古ふ
る

殿ど
の

友ゆ

愛い

さ
ん
（
石
山
小
４

年
）
は
、「
ま
だ
習
っ
て
い
な
い
漢
字

で
難
し
か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
書
い

て
練
習
し
た
の
で
、
表
彰
さ
れ
て
う
れ

し
い
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。



ま 話ち 題の

13 Miyakonojo City Public Relations 2014.12

一
年
中
元
気
で
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

山
之
口
町
富
吉
地
域
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
「
山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」
が

11
月
３
日
、
的ま
と

野の

正し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

周
辺
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
ン
の
浜は

殿ま

下
り
で

は
、
身
の
丈
４
㍍
も
あ
る
巨
大
な
弥
五

郎
ど
ん
を
先
頭
に
、
約
２
０
０
人
が
練

り
歩
き
ま
し
た
。
弥
五
郎
ど
ん
に
触
れ

る
と
一
年
中
元
気
で
過
ご
せ
る
と
い
う

言
い
伝
え
か
ら
、
沿
道
の
見
物
客
ら
は

着
物
な
ど
に
触
れ
て
健
康
を
祈
願
し
て

い
ま
し
た
。
浜
殿
下
り
に
参
加
し
た
榎

木
碧あ
い

莉り

さ
ん（
山
之
口
小
６
年
）は「
み

こ
と
し
て
参
加
す
る
の
は
初
め
て
。
少

し
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
楽
し
か

っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

盆
地
の
空
を
悠
々
と

金
御
岳
杯
南
九
州
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会

金
御
岳
杯
南
九
州
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ

ー
大
会
が
11
月
３
日
、
金
御
岳
公
園
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
不
良
に

よ
り
一
日
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

日
は
天
気
も
風
も
良
好
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
愛
好
家
ら
が
、着
地
を
す
る
際
、

的
に
向
か
っ
て
砂
袋
を
落
と
す
精
度
の

高
さ
や
着
地
姿
勢
な
ど
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
見
物
客
ら
は
、
悠
々
と
空
を
舞

う
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
歓
声
を
上
げ

た
り
、
手
を
振
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

吉
田
大
輔
さ
ん
（
福
岡
市
）
は
「
い
い

風
が
吹
い
て
い
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
景

色
を
眺
め
な
が
ら
楽
し
め
ま
し
た
」
と

盆
地
の
空
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
実
践
リ
サ
イ
ク
ル

都
城
市
環
境
ま
つ
り

環
境
ま
つ
り
が
10
月
25
日
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
「
さ
い
せ
い
館
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
約
５
、

０
０
０
人
が
来
場
。
会
場
内
で
は
、
環

境
に
ち
な
ん
だ
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ

た
工
作
教
室
で
は
、
子
ど
も
ら
が
や
じ

ろ
べ
え
や
置
物
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
環
境
ま
つ
り
を
訪
れ
た
川
村
優ゆ
う

美み

さ
ん
（
菖
蒲
原
町
）
は
「
に
ぎ
や
か

で
楽
し
く
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
分
で
出
来
る
こ
と

を
実
践
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

気
分
は
バ
レ
リ
ー
ナ

文
化
芸
術
に
よ
る
子
ど
も
の
育
成
事
業

優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
文
化

芸
術
育
成
事
業
が
10
月
29
日
、
山
之
口

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
発
想
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
図
り
、
鑑
賞
能
力
の
向

上
に
つ
な
げ
る
同
事
業
。
東
京
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
団
体
と
、
事
前
に
練

習
を
し
た
児
童
ら
が
「
お
や
ゆ
び
姫
」

の
演
目
を
踊
り
、
バ
レ
エ
の
楽
し
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。
天
使
役
で
出
演
し
た

北
園
紗さ

也や

さ
ん
（
４
年
）
は
「
み
ん
な

の
前
で
踊
っ
て
緊
張
し
ま
し
た
が
上
手

に
踊
れ
ま
し
た
。
踊
る
こ
と
が
好
き
な

の
で
将
来
は
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。



藍綬褒章受章祝賀会
（1981年）

秋季国体
（1990年）

島津家発祥之地碑除幕式
（1969年）
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島
津
久
厚
様
は
、
大
正
７
年
10
月
８

日
、
都
城
島
津
家
第
28
代
当
主

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
本
市
と
東

京
都
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
帝
国

大
学
農
学
部
を
卒
業
。
昭
和
20
年
10
月

に
郷
里
で
あ
る
本
市
に
戻
ら
れ
、
島
津

山
林
株
式
会
社
や
株
式
会
社
島
津
茶
園

を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
経
営
に
携
わ
る

一
方
、
総
理
府
林
政
審
議
会
会
長
や
中

央
森
林
審
議
会
委
員
、
日
本
赤
十
字
社

理
事
、
県
公
安
委
員
長
、
県
体
育
協
会

会
長
、
都
城
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
、

本
市
の
み
な
ら
ず
国
や
県
の
要
職
を
歴

任
。
そ
の
功
績
か
ら
、
紺
綬
褒
章
や
藍

綬
褒
章
（
林
業
功
労
）、旭
日
重
光
章
な

ど
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
に
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら

都
城
島
津
家
に
伝
わ
る
、
約
１
万
点
も

の
貴
重
な
史
料
を
本
市
に
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
国
の
重
要
文
化
財
な
ど
も

含
む
歴
史
的
価
値
の
あ
る
数
々
の
史
料

の
寄
贈
に
よ
り
、
郷
土
史
の
研
究
や
文

化
振
興
、
歴
史
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

都
城
島
津
家
の
第
28
代
当
主
で
、
学
習
院
院
長
や
県
公
安
委
員
長
な
ど
多
数
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
都
城
市
名
誉
市
民
で
あ

ら
れ
た
島
津
久
厚
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
病
気
療
養
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
去
る
８
月
２
日
午
前
５
時
50
分
、
95
歳
の
生

涯
を
静
か
に
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
11
月
22
日
、
都
城
市
葬
を
執
り
行
い
、
故
人
を
し
の
び
ま
し
た
。

島
津
久
厚
様
を

し
の
ん
で



1日の野菜摂取量は
350g

蓑部樹生さん
（都城市高崎町）

雲海と月

朝焼けに染まる紅霧島
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●材料（4～5人分）　　※大…大さじ　小…小さじ
牛肉（塊肉）…200g　塩…0.5g　こしょう…少々
カイワレ大根…1/2パック　ニンジン・玉ネギ…適宜

Ａ　濃口しょうゆ…大１　砂糖…大１　酒…大３

　　おろしショウガ…10g
Ｂ〔カボス汁…大1/2　濃口しょうゆ…大1/2〕

●下準備
牛肉…フォークなどで刺して穴を開け、塩とこしょうを
　　　擦り込みたこ糸で縛る。Ａに漬け込み、上下を返
　　　して30分～1時間ほど漬け置く
ニンジン・玉ネギ…薄切りにする

●作り方
①アルミホイルの上にニンジンと玉ネギを敷き、その上
に牛肉を置く。250度に温めたオーブンの中段で5分
焼き、漬け汁をかけて10分焼く
※オーブンの代わりにトースターを使用してもいいです
②オーブンから取り出してアルミホイルで覆い、10～
15分蒸らしたこ糸を取り除く
③薄く切った牛肉でカイワレ大根を巻き、皿に盛り付け
てＢをかける

■
た
ち
ば
な
天
文
台
か
ら
見
る
霧
島
山

県
内
で
２
番
目
の
面
積
を
誇
る
都
城

市
。
東
西
に
35
・
９
㌔
㍍
、
南
北
に

36
・
１
㌔
㍍
、
霧
島
連
山
は
見
る
場
所

に
よ
っ
て
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
表

情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

市
内
北
部
に
位
置
す
る
た
ち
ば
な
天

文
台
（
高
崎
町
）

の
台
長
で
、
星
の

案
内
役
を
し
て
い

る
蓑み
の

部べ

樹た
つ

生お

さ

ん
。
雲
海
と
月
や
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
映
り
込
ん
だ
一
コ

マ
な
ど
、
空
や
自
然
を
中
心
に
、
印
象

的
な
風
景
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
す
。

■
神
々
し
い
霧
島
山

「
雪
化
粧

し
た
霧
島
山

が
、
朝
日
で

赤
く
染
ま
る

瞬
間
が
一
番

で
す
ね
。
雪

が
降
り
積
っ

た
翌
朝
、
日

の
出
か
ら
10

分
ぐ
ら
い
の

わ
ず
か
な
時

間
、
神
々
し

い
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

霧
島
山
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
蓑
部
さ

ん
。「
今
後
も
四
季
折
々
に
姿
を
変
え

る
霧
島
山
の
景
色
を
撮
り
続
け
た
い
」

と
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
城
市
秘
書
広
報
課

　

☎
23

－

3
1
7
4

※
環
霧
島
圏
域
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

を
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す

牛肉は、たんぱく質や脂質を多く含む栄養価の高い食
品です。また、ビタミンＢ２や鉄分も豊富で、美容や

貧血予防に効果的です。

◎問い合わせ　健康課　☎ 23－ 2765

ローストビーフ　　　　　※1人分110kcal、塩分0.9g（５人分のとき）

ワンワンワン
ポイント

厚い肉を焼くときは、生肉をたたいて繊維
を柔らかくしますが、焼く前に元の形に戻
すと縮まずに、旨みも逃がさず焼けます。
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

推
薦
く
だ
さ
い

社
会
教
育
功
績
者
・
優
良
団
体

●
社
会
教
育
功
績
者
表
彰

　

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
に
所

属
し
、
お
お
む
ね
15
年
以
上
、
積
極
的
に

社
会
教
育
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

そ
の
業
績
が
全
市
的
に
認
め
ら
れ
る
人

●
社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
表
彰

　

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
で
、

そ
の
運
営
と
活
動
が
お
お
む
ね
10
年
以
上

に
わ
た
り
充
実
し
て
い
て
、
そ
の
業
績
が

全
市
的
に
認
め
ら
れ
、
他
の
模
範
と
な
る

団
体　

推
薦
調
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
考
資
料
を
添
え
て
１
月
14
日
㈬
ま

で
に

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

ま
た
は
各
総
合
支
所
の
教
育
課

み
や
こ
ん
じ
ょ
肉
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
出
店
者

　
「
肉
の
ま
ち
都
城
」
を
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
「
肉
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催

し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
豚
肉
で
す
。

●
肉
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
日
時

１
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰　

10
時
〜
16
時

●
開
催
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

●
出
店
参
加
資
格　

都
城
圏
域
の
飲
食
店

お
よ
び
食
品
加
工
団
体
な
ど

●
出
店
料　

無
料

　

12
月
24
日
㈬
ま
で
に
、
み
や
こ
ん

じ
ょ
肉
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
事
務
局

☎
38

－

４
５
６
１

都
城
地
域

春
の
就
職
説
明
会
参
加
企
業

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
都

城
で
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
と
、
人
材
を

求
め
る
都
城
地
域
の
企
業
と
の
出
会
い
の

場
と
し
て
、就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
13
日
㈮

（
企
業
受
付
）　

12
時
30
分

（
面
接
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書
を
取
得
し
、

１
月
23
日
㈮
ま
で
に
メ
ー
ル
で
都
城
地
域

雇
用
創
造
協
議
会　

☎
23

－

２
４
１
２

m
jkoyou@

btvm
.ne.jp

都
城
婚
活

マ
ジ
で
恋
す
る
カ
ッ
プ
ル
１
０
０

　

25
歳
か
ら
45
歳
の
独
身
の
男
女
を
対
象

に
、
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

ソ
ー
セ
ー
ジ
や
バ
タ
ー
の
手
作
り
体
験

を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
25
日
㈰　

11
時
〜
16
時

●
場
所　

高
千
穂
牧
場

●
参
加
費　

男
性
４
、０
０
０
円
、
女
性

３
、０
０
０
円
（
食
事
付
き
）

●
対
象
・
定
員　

25
歳
〜
45
歳
の
独
身
男

女　

各
40
人

　

１
月
８
日
㈭
ま
で
に
都
城
商
工
会

議
所　

☎
23

－

０
０
０
１

宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
期
日　

５
月
10
日
㈰

●
場
所　

県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
開
催
競
技
（
部
門
）

【
個
人
】
陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
）、
水

泳
（
身
体
・
知
的
）、
卓
球
（
身
体
・
知

的
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
・
知
的
）、
ボ
ウ

リ
ン
グ
（
知
的
）

【
団
体
】
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
（
精
神
）

　

１
月
20
日
㈫
ま
で
に
福
祉
課

☎
23

－

２
９
８
０　

FAX 

24

－

１
１
８
８

消
防
出
初
式

　

式
典
や
一
斉
放
水
、
幼
年
消
防
放
水
体

験
な
ど
を
行
い
ま
す
。
消
防
団
員
の
規
律

あ
る
勇
姿
を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
11
日
㈰　

８
時
30
分
開
始

●
場
所　

沖
水
川
市
民
緑
地

　
　
　
　
（
国
道
10
号
沖
水
橋
下
河
川
敷
）

※ 

雨
天
時
は
、
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で

10
時
30
分
開
始　
　
　
　

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

募

集

催

し
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古
事
記
編
さ
ん
１
３
０
０
年

都
城
興
玉
神
社
夜
神
楽
大
祭

●
日
時　

12
月
27
日
㈯　

17
時
〜
21
時

●
場
所　

興こ

玉だ
ま

神
社
（
安
久
町
）　

●
内
容　

正
応
寺
大
太
鼓
踊
や
津
軽
三
味

線
の
演
奏
、
響
座
の
演
奏
、
高
千
穂
町
の

夜
神
楽
、
花
火
ほ
か

　

中
郷
商
工
会　

☎
39

－

０
３
３
４

健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
無
料
）

●
日
程
・
場
所

１
／
16
㈮　

市
役
所
南
別
館
第
１
研
修
室

１
／
29
㈭　

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

●
時
間　

13
時
30
分
〜
14
時
45
分

●
対
象　

40
歳
〜
64
歳
の
市
民

●
定
員　

各
30
人　

※
要
申
し
込
み

●
内
容　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
つ

い
て　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
（
無
料
）

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
付
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て

必
要
な
支
援
へ
と
つ
な
げ
る
人
の
こ
と
で

す
。

●
日
時　

１
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

※
両
日
と
も
参
加
可
能
な
人
が
対
象

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
・
本
館
６
階

●
内
容　

生
き
る
を
さ
さ
え
る

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

も
ち
料
理
と
七
草
が
ゆ

１
／
７
㈬　

10
時
〜
13
時　

20
人　

１
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
12
／
26
㈮

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
を
持
参

は
じ
め
て
の
二
胡
体
験
教
室
（
無
料
）

①
１
／
10
㈯　

②
１
／
24 

㈯　

15
時
〜
17
時　

各
５
人　

締
め
切
り
：
12
／
27
㈯

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
書
道

１
／
11
㈰　

13
時
〜
15
時　

20
人　

５
０
０
円

締
め
切
り
：
12
／
27
㈯

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
＆
ひ
め
ト
レ
を
使
っ
た
骨

盤
底
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
全
10
回
）

毎
週
水
曜
日
（
１
／
７
㈬
〜
３
／
25 

㈬
）

13
時
〜
14
時　

中
央
公
民
館　

５
、５
０
０
円

締
め
切
り
：
12
／
26
㈮　

※
成
人
女
性
が
対
象

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

12
月
25
日
㈭　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

正
し
い
歯
の
手
入
れ
と
健
康

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　

☎
23

－

４
１
１
１

講
座
・
教
室

　12月7日㈰から開催さ
れる都城島津伝承館特別
展「みやこんじょ力の発
信」の開催期間に合わせ、
まちなかでも書家・紫

シ

舟
シュー

さんによるインタラク
ティブアートを体験でき
ます。
　入場は無料ですので、この機会にぜ
ひ、都城島津邸で行われる特別展と合
わせてお楽しみください。
●日程　12月17日㈬～ 22日㈪
　　　　10時～ 20時
●場所　ウエルネス交流プラザ
　　　　茶霧茶霧ギャラリー
●観覧料　無料
　都城島津邸　☎23－2116

▲2013年に発表
された紫舟さ
んのインタラ
クティブアート
の紹介映像を
見ることがで
きます。

アート
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

図
書
館
ま
つ
り　

特
別
講
座

つ
く
っ
て
み
よ
う
！　

楽
し
い
豆
本（
無
料
）

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
さ
な
本
（
豆
本
）
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
・
場
所

12
／
20
㈯　

13
時
30
分
〜
　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
／
17
㈯　

13
時
30
分
〜
　
中
央
公
民
館

●
定
員　

各
10
人　

※
小
学
生
以
下
は
、

必
ず
保
護
者
同
伴
。
事
前
申
込
が
必
要

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

12
／
24
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分

レ
ー
ズ
ン
パ
ン
、
カ
レ
ー
ト
マ
ト
チ
ー
ズ
パ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

各
12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※ 

材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む
。
エ

プ
ロ
ン
を
持
参
く
だ
さ
い

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－
２
０
８
８

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次

の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
科（
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
）】

●
日
程
・
開
講
日

毎
週
月
・
木
曜
日
の
19
時
〜
21
時

１
月
８
日
㈭　

※
５
人
以
上
で
開
催

●
期
間
・
回
数　

２
カ
月
、
16
回

●
費
用　

３
万
円　

※
テ
キ
ス
ト
代
込
み

【
洋
裁
科
】

●
日
程
・
開
講
日

隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
13
時

１
月
10
日
㈯

●
期
間　

６
カ
月

●
費
用　

２
万
円

●
定
員　

３
人

【
手
編
科
】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

10
時
〜
15
時　

１
月
６
日
㈫

●
期
間　

１
年

●
費
用　

５
万
円

【
着
付
科
】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

①
朝
の
部　

10
時
〜
12
時

②
昼
の
部　

13
時
〜
15
時

③
夜
の
部　

19
時
〜
21
時

１
月
15
日
㈭

●
期
間　

３
カ
月

●
費
用　

１
万
１
、０
０
０
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科
】

●
日
程
・
開
講
日　

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時　

　

１
月
９
日
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
12
時　

　

１
月
10
日
㈯

●
期
間　

６
カ
月

●
費
用　

２
万
１
、０
０
０
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

都
城
高
専
・
教
養
公
開
講
座（
無
料
）

　

市
民
を
対
象
に
、
日
本
語
や
英
語
、
ド

イ
ツ
語
な
ど
の
代
表
的
な
辞
書
の
成
り
立

ち
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

１
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
、
２
月

11
日
㈬
・
25
日
㈬　

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

都
城
高
専
専
攻
科
研
究
棟
４
階

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
12
月
22
日
㈪
ま
で
に

フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
都
城
高
専

☎
47

－

１
３
０
６　

FAX 

38

－

１
５
０
８

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
専
用
電
話　

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

講
座
・
教
室

相

談
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女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

12
月
16
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

12
月
24
日
㈬　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
の
場
合
は
要
予
約

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

　

契
約
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

12
月
19
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
に
、
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
日
時　

12
月
18
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時　

※
要
予
約

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

子育て支援センター行事予定

◆都城市子育て支援センター　　　　☎ 22-1659

12/10 ㈬
10時～

マタニティの会「妊娠中の栄養管
理について」ほか
対象：妊婦　※要申し込み

 1 / 5 ㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・
妊婦さんの集いの場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

 1 /14 ㈬
10時～

子育て広場「小麦粉粘土であそぼ
う」　場所：中郷地区公民館
※要申し込み

◆山之口子育て支援センター　　　　☎ 57-3298

12/16 ㈫
14時～

ユルユル「みんなで楽しく体を動
かしてリフレッシュしましょう」

12/24 ㈬
13時30分～

マタニティ教室「初産婦さん、経
産婦さんみんなで楽しくお話しし
ましょう」

 1 / 6 ㈫
10時30分～

ぜんざい会「お正月遊びを楽しん
だ後、みんなでぜんざいを食べま
しょう」　会費100円

 1 /13 ㈫
10時30分～

散歩の日
「センター周辺をお散歩しよう」

◆山田子育て支援センター　　　　　☎ 64-3171

12/19 ㈮
10時～

クリスマスコンサート・パーティー
材料費：大人400円　子ども300円
定員：20組　申込締切：12/12 ㈮

 1 / 8 ㈭
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

 1 /15 ㈭
10時～

にこにこ教室
「鬼の面作り」

 1 /16 ㈮ 
10時～

みんなで遊ぼう
「リズム遊びと英語のうたを親子で
楽しみましょう」

◆各子育て支援センター合同行事

 1 /14 ㈬
10時～12時

子育て講演会
「お母さんも抱きしめられたい」
場所：山之口シルバーヤングふれ
あいの館　資料代：1,000円　
定員：50人（申し込み順）
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
発
行

　

確
定
申
告･
住
民
税
申
告
時
の
社
会
保

険
料
控
除
の
た
め
に
使
用
す
る
国
民
健
康

保
険
税
納
付
証
明
書
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
納
付
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納
付

証
明
書
は
、
平
成
27
年
１
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。（
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
額

を
記
載
）

　

な
お
、
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
人
が
窓

口
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に

は
、
運
転
免
許
証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外

の
人
が
窓
口
で
交
付
を
受
け
る
場
合
に

は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
を
証
明
す

る
も
の
と
委
任
状
（
①
証
明
書
が
必
要
な

人
の
名
前
・
住
所
と
押
印
②
申
請
と
受
領

す
る
人
の
名
前
・
住
所
③
い
つ
の
納
付
証

明
の
発
行
を
委
任
す
る
か
明
記
し
た
も

の
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
委
任
状
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

７
１
４
４

　
　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

乳
が
ん
・
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
乳
が
ん
検
診
】

　

１
月
５
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
49
年
・
47
年
・
45
年
…
）

●
日
程　

２
月
１
日
㈰
・５
日
㈭
・６
日
㈮

●
受
付
時
間　

①
９
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

②
13
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
超
音
波

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
平
５
年
・
３
年
・
元
年
…
）

●
日
程
・
場
所

１
／
27
㈫

①
庄
内
地
区
公
民
館

②
志
和
池
地
区
公
民
館

１
／
29
㈭

①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

①
９
時
〜
10
時

　
　
　
　
　
　

②
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
検
診
料　

１
、０
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

●
対
象　

要
介
護
１
〜
５
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
状
態
で
65
歳
以
上
の
人
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
の
人
ま
た
は
65
歳
以
上
で

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
の
人
で
、
身
体
の

障
が
い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
本

人
ま
た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
人

※
入
院
、
施
設
入
所
者
は
除
く

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
対
象
物　

掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

各
１
点

●
申
し
込
み　

12
月
22
日
㈪
ま
で
に
各
地

区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
寝
具
の
回
収
日

　

２
月
２
日
㈪
・
５
日
㈭

※ 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
布
団
な
ど
の
配

送
は
、
回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後

●
回
収
時
準
備
す
る
も
の　

　

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、利
用
料
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も
の

※ 

市
の
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
・
配
送

し
ま
す
。
回
収
の
日
時
は
、
後
日
、
市

か
ら
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
回
収
日
・

配
送
日
に
は
必
ず
本
人
ま
た
は
家
族
の

立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の

じ
ょ
う
は
、
都
北
地
区
の
労
働
者
の
み
な

さ
ん
の
生
活
福
祉
の
総
合
相
談
所
で
す
。

年
金
や
社
会
保
障
全
般
の
相
談
や
解
雇
、

労
働
相
談
、
金
融
相
談
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や

こ
の
じ
ょ
う　

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

お
知
ら
せ
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

平
成
27
年
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
各

自
の
申
請
に
基
づ
い
て
調
製
さ
れ
ま
す
。

一
定
の
要
件
に
基
づ
い
て
調
製
さ
れ
る
名

簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
の
投
票
な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
。
現

在
登
載
さ
れ
て
い
る
人
も
毎
年
、
申
請
が

必
要
で
す
。

　

申
請
書
は
、
農
事
振
興
会
を
通
じ
て
配

布
さ
れ
た
用
紙
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
、
各
総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
用
紙
を

利
用
し
、
１
月
10
日
㈯
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

　
　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
、

老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
人
は
、
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
法
改
正
で
、
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
額
よ
り
低
い
人
は
、
そ
の
差
額
分

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
新
た
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
取
れ
る
人
】

・
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
な
ど

が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い

る
・
父
子
家
庭
で
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚

生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
親
が
死
亡

し
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年

金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

※ 

こ
の
他
に
も
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す

●
支
給
開
始
日

　

申
請
の
翌
月
か
ら
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
た
人
で
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、

３
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
12
月
分
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
12
月
か
ら
３
月
の
手
当
は
、
４

月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

ご
存
知
で
す
か

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　

林
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
基
づ
き
、
林
業
で
働
く
人
た
ち
の

福
祉
の
増
進
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
退
職

金
制
度
で
す
。
国
の
制
度
で
、
掛
け
金
の

一
部
は
国
が
助
成
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
、

相
談
く
だ
さ
い
。

・
林
業
に
従
事
し
、共
済
制
度
に
加
入
し

て
い
た
が
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

・
林
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
共
済
制
度

に
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

・
羅
災
し
た
共
済
契
約
者
お
よ
び
被
共
済

者
で
各
種
の
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な

い
　

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

　政治家が選挙区内の人や団体にお金や
物を贈ることは、特定の場合を除き、そ
の時期や理由がどのようなものであって
も法律で禁止されています。
　また、有権者が政治家に対し寄付を求
めてもいけません。
　政治家と私たち有権者とのつながりは
とても大切ですが、金銭や品物で関係が
培われているようでは、いつまでたって
も明るい選挙の実現に近づくことはでき
ません。
　寄付禁止のルール
を守って、お金の掛
らない選挙、きれい
な選挙を実現しま
しょう。
※ 詳しくは、市ホームページをご覧くだ
さい
　選挙管理委員会事務局　☎ 23-7864

政治家の寄付は NO!
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

月
中
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

県
外
で
飼
育
し
て
い
る
人
も
届
出
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
趣
味
の
飼
育

者
で
、
自
然
巣
洞
ま
た
は
重
箱
式
巣
箱

で
飼
育
し
て
い
る
人
は
届
け
出
不
要
で

す
。
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

　

北
諸
県
農
林
振
興
局
農
畜
産
課

　
　
　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
９

　
　

畜
産
課　

☎
23

－

２
７
６
９

販
売
士
検
定
試
験
（
３
級
）

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

●
試
験
日　

２
月
18
日
㈬

●
受
講
料　

４
、１
２
０
円

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

　

12
月
18
日
㈭
〜
１
月
23
日
㈮
に

都
城
商
工
会
議
所　

☎
23

－

０
０
０
１

ま
ち
な
か
空
き
店
舗
内
覧
会（
無
料
）

　

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
に
出
店
を

検
討
し
て
い
る
事
業
者
を
対
象
に
、
内

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
18
日
㈭　

14
時
〜
16
時

●
対
象
区
域　

中
心
市
街
地
中
央
地
区

商
店
街
の
空
き
店
舗

●
集
合
場
所　

千
歳
農
園
前
（
Ｉ
Ｔ
産

業
ビ
ル
隣
）

　

12
月
17
日
㈬
ま
で
に
都
城
市
通

り
会
連
絡
協
議
会
（
都
城
商
工
会
議
所

内
）　

☎
23

－

０
０
０
１

平
成
27
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
し
込
み

●
対
象
児
童　

① 

市
内
の
小
学
校
に
在
学
し
て
い
る
こ

と
② 

児
童
の
保
護
者
や
同
居
の
親
族
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

・
居
宅
外
で
労
働
し
て
い
る
こ
と

・
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家

事
以
外
の
労
働
を
し
て
い
る
こ
と

・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
こ

と
・
疾
病
、
負
傷
、
ま
た
は
精
神
も
し
く

は
身
体
に
障
が
い
を
有
し
て
い
る
こ

と
・
長
期
に
渡
り
疾
病
の
状
態
に
あ
る
、

　

ま
た
は
精
神
も
し
く
は
身
体
に
障
が

い
を
有
す
る
同
居
者
の
親
族
を
常
に

介
護
し
て
い
る
こ
と

・
震
災
や
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災

害
復
旧
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

児
童
ク
ラ
ブ
名

実
施
場
所
・
定
員

川
東
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

川
東
小
学
校

40
人

大
王
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

大
王
小
学
校

50
人

祝
吉
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

祝
吉
小
学
校

70
人

志
和
池
保
育
児
童
館

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

志
和
池
保
育
児
童
館

30
人

梅
北
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

梅
北
小
学
校

50
人

丸
野
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

丸
野
小
学
校

20
人

今
町
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

今
町
小
学
校

25
人

つ
く
し
ん
ぼ
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

旧
山
之
口
幼
稚
園

40
人

有
水
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

有
水
小
学
校

40
人

高
城
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

高
城
小
学
校

30
人

石
山
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

石
山
児
童
館

25
人

谷
頭
児
童
館
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

谷
頭
児
童
館

35
人

木
之
川
内
小
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

木
之
川
内
小
学
校

30
人

山
田
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

山
田
小
学
校

30
人

　

12
月
15
日
㈪
か
ら
配
布
す
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、就
労（
就

学
）
証
明
書
と
口
座
振
替
依
頼
書
を
１

月
30
日
㈮
ま
で
に
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

は
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

農
地
中
間
管
理
事
業
の
借
り
受
け

希
望
者
の
皆
さ
ん

　

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
、
農
地
の

借
り
受
け
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

登
録
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
今
回
が
、
今
年
度
最
後
の
募
集
で
す

●
期
間　

12
月
10
日
㈬
〜
1
月
８
日
㈭

　

農
政
課　

☎
23

－

２
７
６
８

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

養
蜂
振
興
法
の
改
正
に
伴
い
、
な
り

わ
い
と
し
て
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
に
加

え
、
趣
味
で
飼
育
す
る
人
も
蜜
蜂
飼
養

届
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
１

お
知
ら
せ

　空気が乾燥し、ウイルスがまん延し
やすい時季を迎えました。畜産農家の
皆さんは、大事な家畜を伝染病から守
るため、消毒などの家畜防疫対策を徹
底しましょう。
衛生管理の徹底を ！
① 畜舎や器具の定期的な消毒をしま
しょう

② 農場用と外出用の長靴を履き替えま
しょう

③ 農場出入り口に踏み込み消毒槽を設
置しましょう

④ 防鳥ネットの設置や残餌の処理など
に努め、野生動物の畜舎への侵入を
防止しましょう

⑤ 家畜の観察を毎日行い、異常があれ
ば直ちに獣医師または、家畜保健所
に連絡しましょう
　畜産課　☎ 23-2769
　　都城家畜保健衛生所　☎ 62-5151

再点検！ 家畜伝染病への備え
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

計
画
を
定
め
る
に
当
た
り
、
広
く
意

見
を
求
め
ま
す
。

【
①
第
２
次
都
城
市
生
活
排
水
対
策
総

合
基
本
計
画
・
再
改
訂
計
画
（
案
）】

【
②
第
６
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）】

●
公
表
の
場
所　

①
環
境
政
策
課
、
下

水
道
課
、
農
村
整
備
課
、
②
介
護
保
険

課
、福
祉
課
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
本
館
２
階
）、
各
総
合
支
所
、
各

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間

①
12
月
10
日
㈬
〜
１
月
15
日
㈭
ま
で

②
12
月
12
日
㈮
〜
１
月
19
日
㈪
ま
で

●
意
見
の
提
出
書
類

　

公
表
の
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
「
意

見
・
情
報
提
供
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団

体
名
を
明
記
し
、
封
書
で
担
当
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
氏
名
、

住
所
な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見
に
対
し

て
は
、
市
の
考
え
方
を
公
表
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

　

①
環
境
政
策
課

☎
23

－

２
１
３
０　

FAX 

25
－

６
２
０
０

seikatu@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

②
介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
１
１
４　

FAX 

23

－

２
１
４
３

kaigo@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

②
福
祉
課

☎
23

－

３
１
０
２　

FAX 

24

－

１
１
８
８

shogaifukushi@city.miyakonojo.miyazaki.jp

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
特
別
採
捕

　

12
月
15
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
29
日

ま
で
、
県
内
各
河
川
に
お
い
て
、
増
養

殖
用
の
稚
魚
の
供
給
を
目
的
と
し
た
、

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
特
別
採
捕
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

採
捕
で
き
る
の
は
、
漁
協
の
組
合
員

な
ど
で
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
人
で

す
。
許
可
を
受
け
て
い
な
い
人
が
採
捕

す
る
と
、
犯
罪
行
為
と
し
て
処
罰
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
う
な
ぎ
稚
魚
の
取
扱
い
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
県
の
登
録
を

受
け
ず
に
、
全
長
25
㌢
以
下
の
う
な
ぎ

の
稚
魚
の
所
持
や
売
買
を
行
っ
た
場
合

も
同
様
に
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意

く
だ
さ
い
。

　

県
水
産
政
策
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
４
６

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
飛
散
防
止

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
、
強
風
に

よ
り
鉄
塔
や
電
線
に
巻
き
つ
く
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
鉄
塔
や
電
線
に
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
が
巻
き
つ
く
と
、
送
電

で
き
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
飛
散
防
止

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

㈱
九
電
ハ
イ
テ
ッ
ク
宮
崎
支
社
都

城
工
務
所　

☎
23

－

６
１
２
４

都
城
ぼ
ん
ち
市
開
催
時
間
の
変
更

　

冬
季
の
都
城
ぼ
ん
ち
市
の
開
催
時
間

が
、
通
常
よ
り
１
時
間
繰
り
下
げ
ら
れ

９
時
か
ら
12
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
冬
季
期
間
の
開
催
日

12
月
14
日
㈰
、
１
月
11
日
㈰
、
２
月
８

日
㈰

　

都
城
商
工
会
議
所　

　
　

☎
23

－

０
０
０
１

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
12/28
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521
ベテスダクリニック（内）22-1700
瀬ノ口内科放射線科医院（内） 25-7780
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 39-2226
いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮） 45-0020
かみながえクリニック（耳鼻） 25-0224
一万城安楽歯科医院 26-1118

12/29
㈪

はしぐち小児科 24-5500
おおくぼクリニック（内）26-1500
隅病院（内・胃） 62-1100
柳田病院（脳・外） 22-4862
小牧病院（整） 24-1212
野田医院（産・婦） 24-8553
いままち歯科医院 39-0368

12/30
㈫

冨田医院（内・小） 23-4586
共立医院（内） 22-0213
しげひらクリニック（内）27-5555
たかお浜田医院（外・内）22-8818
池之上整形外科（整・リハ・リウ） 23-2311
小山田眼科医院 22-0710
園田鷹尾歯科医院 23-9564

12/31
㈬

たけしたこども医院（小）51-0005
森山内科・脳神経外科（内） 21-5000
豊栄クリニック（内） 39-2525
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛門） 25-7712
横山病院（泌・消） 22-2806
中山産婦人科医院（産・婦） 23-8815
タケザキデンタルクリニック 23-8110

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認
してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局

12/28 ㈰
そうごう志和池、トロン
そうごう都原、とよみつ
トロン年見

12/29 ㈪ ウエスト、東町、くげ

12/30 ㈫ サンエイ、坂口調剤、みどり
そうごうたかお、チェロ

12/31 ㈬ みまたファミリー、しびた
そうごうたかお南、下長飯

みやざき医療ナビ
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麒き

麟り
ん

鳳ほ
う

凰お
う

図ず

屏び
ょ
う

風ぶ

麒
麟
は
古
代
中
国
で
、
聖
人
が
出
現
し
て

良
い
政
治
を
行
う
と
き
に
、
そ
の
前
触
れ
と

し
て
現
れ
る
と
さ
れ
る
想
像
上
の
動
物
で

す
。
松
と
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
鹿
児
島

藩
の
絵
師
木
村
探た
ん

元げ
ん

も
同
様
の
構
図
で
描
い

て
い
ま
す
。

鳳
凰
は
古
代
中
国
で
、
麒き

麟り
ん

・
亀
・
龍
と

と
も
に
尊
ば
れ
た
想
像
上
の
生
き
物
で
す
。

聖
天
子
出
生
の
前
触
れ
と
し
て
出
現
す
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
も
に
描
か
れ
て
い

る
桐
は
「
鳳
凰
が
宿
る
尊
い
木
」
と
さ
れ
尊

く
縁
起
が
良
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

麒
麟
は
獣
類
の
長
、
鳳
凰
は
鳥
類
の
長
と

し
て
比
せ
ら
れ
、
し
ば
し
ば
対
に
描
か
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
屏
風
は
、
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）

島
津
宗
家
第
28
代
島
津
斉な
り

彬あ
き
ら

の
都
城
領
巡
見

に
合
わ
せ
て
都
城
島
津
家
で
制
作
さ
れ
、
飾

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
城
島
津

今
月
の
お
す
す
め
の
本

都城市立図書館
☎22‒0239
高 城 図 書 館
☎58‒4224

◎問い合わせ
12月16日↑

1月20日図書館だより
「吉田松

しょう

陰
いん

大和燦
さん

々
さん

」
秋山香乃（著）　NHK出版（出版）

明治維新の立役者となった高杉晋作
ら松下村塾生たちに大きな影響を与
えた「大和魂」という思想は、どの
ように形作られたのか。吉田松陰、
魂の成長の物語。

「林
はやし

修
おさむ

の仕事原論　壁を破る37の方法」
林修（著）　青春出版社（出版）

「真の人脈は仕事を通してしか広が
らない」など、人気予備校講師が贈
る珠玉のメッセージ。著者の「仕事
観」に基づいた仕事の基本を明らか
にする一冊。

「ひらめきちゃん」
中松まるは（作）本田亮（絵）　あかね出版（出版）

葉月のクラスに、転校生のあかりが
やってきた。「ひらめきちゃん」と
いうあだ名の通り、ひらめきでもめ
事を解決して大活躍。そんな彼女と
親友になった葉月は…。

「レジェンド！葛西紀明選手と下川ジャンプ少年団ものがたり」
城島充（著）　講談社（出版）

北海道の下川ジャンプ少年団では
なぜ多くの名選手が育つのか。ソチ
五輪で「レジェンド」となった葛西
選手を、在籍した下川ジャンプ少年
団の頑張りと共に描く。

一般一般

児童青少年

都
城
市
立
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
12
月
25
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
１
月
10
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　
「
三
匹
の
く
ま
」
ほ
か

高
城
図
書
館

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

　
　
　

読
み
聞
か
せ
会

●
12
月
20
日
㈯　

11
時
〜

国
際
交
流
員
に
よ
る

　
　
　

読
み
聞
か
せ
会

●
12
月
18
日
㈭　

15
時
〜

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日
曜
日

に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】

●
都
城
市
立
図
書
館

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

２
０
１
５
」
ほ
か

●
高
城
図
書
館

「
年
末
年
始
お
役
立
ち
特
集
」
ほ
か

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

都城市立図書館 ●休館日／12月22日・23日・28日～1月5日・12日・13日・19日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／12月21日・23日・24日・28日～1月4日・6日・12日・13日・18日・20日 ●開館時間／９：30～18：00



このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

QUIZ

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.108

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

■10月号クイズの結果【応募総数33通】
◎正解／①ふるさと  ②ジュニア  ③環境

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

いよいよ夏本番！私のふるさとオーストラリア
では今、夏真っ盛り。国中のみんなが暑い日々を楽
しんでいます。
オーストラリアの一番の祝日はクリスマスで

す。街中、イルミネーションやサンタ、プレゼン
ト、合唱、笑顔で一杯になります。そして、ショッ
ピングモールは人であふれ、七面鳥の肉は完売。年
中無休のファストフード店さえも休みになるほど
です。
私のクリスマスの思い出と言えば、日の出前に

起きて、家族が集まる 6時半までプレゼントを開
けるのを我慢して待ったこと｡ 我慢できずに、箱
を開けてしまったこともありました。その後、海
へと繰り出すのですが、 8時ぐらいに着くともう
混雑しています。そして、お昼になるか、日焼け
に耐えられなくなる頃まで楽しんで家に帰り、食
べ切れないほどのクリスマスランチを食べます。
残ったランチは、その後 3日かけて食べます。
あー、クリスマスは楽しい！早くクリスマスが

こないかなぁ。

夏のクリスマス

●
若
い
人
た
ち
の
公
民
館
加
入
が
少
な
い
よ
う
で
す

が
、
身
の
回
り
で
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
、
公
民
館
に
加
入
し
、
活
力
あ
る
自
治
公

民
館
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
城
町
大
井
手　

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

 

●
都
城
市
に
は
、
大
弓
や
木
刀
、
ロ
ク
ロ
工
芸
な
ど
伝
統

的
工
芸
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。市
民
に
な
っ

て
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ

新
し
い
発
見
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
蓑
原
町　

Ｋ
・
Ｈ
さ
ん
）

 

●
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
読
ん
で
、
小
学
生
時
代
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
家
に
テ
レ
ビ
は
な
く
、
地
区
の
子

ど
も
会
が
楽
し
み
で
し
た
。
近
所
の
家
に
集
ま
り
話

し
合
い
、
歌
を
歌
っ
て
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
ご
ち
そ
う

も
あ
り
ま
し
た
。　
　
（
安
久
町　

カ
ズ
ケ
ン
さ
ん
）

 

●「
な
な
つ
干
し
野
菜
を
使
っ
た
生
鮭
の
マ
リ
ネ
」
気
に

入
り
ま
し
た
。
生
鮭
の
う
ま
み
と
干
し
野
菜
の
ほ
ん

の
り
と
し
た
甘
み
が
マ
ッ
チ
し
て
い
て
、
ワ
イ
ン
の

つ
ま
み
に
最
高
。
東
京
に
嫁
い
だ
娘
に
レ
シ
ピ
を
送

ろ
う
と
思
い
ま
す
。　
　
（
郡
元
町　

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
）

 

●
小
学
３
年
生
の
女
の
子
で
す
。
初
め
て
広
報
紙
を
読

ん
で
、
ク
イ
ズ
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
の
答
え
を
探
す
の
に
、
必
死
に
読
み
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

（
広
原
町　

み
ぃ
さ
ん
）

ダリン・ハミルトンさん
（オーストラリア）Vol.2問　①目指せ!　世界○○パーク

答  
問　②飲酒運転をしない・させない・みんなの○○○

答  
問　③事業主の皆さん、1月は償却○○の申告月です

答  



商品提供事業者

POST　CARD

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　-

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.108  2014年12月号）

8 8 5 8 5 5 552 円切手を
お貼りください

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や12月号を読んだ感想を書いて
　〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で 2人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　12月31日㈬　当日消印有効
◎発表　本紙 2月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎10月号当選者　餅原 取子さん（鷹尾一丁目）

地域色豊かな食の日本
代表を決める「第 2回
地場もん国民大賞」に
九州代表で出品した同
商品。パリッとした食
感と、 2種類のタルタ
ルソースで味わう新感
覚のチキン南蛮で、と
てもおいしいですよ。

施設 案内

ばあちゃん本舗（高城町）　☎53-2003

【チキン南蛮スティック 2人】

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　 9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※12月15日㈪～ 1月 5日㈪までは作業のため休館

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈪～ 1月 3日㈯

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　 9：00～17：00（入館は16：30まで）
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈪～ 1月 1日㈭
◎特別展「紫舟と都城島津家史料の出会い　みやこんじょ力の発信」
　12月 7 日㈰～ 2月 1日㈰まで
　特別展期間中の本宅・石蔵の観覧料は
　一般400円　高校・大学生300円　中学生以下無料

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈪～ 1月 3日㈯

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　 9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月31日㈬～ 1月 6日㈫

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈪～ 1月 3日㈯

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　12月29日㈪～ 1月 3日㈯

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00
12月23日㈫～ 1月 7日㈬は19：00 ～ 22：00開館
㊎、㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上310円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

※12月16日～ 1月20日の日程



ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
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今回の劇団四季は、小さ
な魔女「マジョリン」が
登場！
魔法よりステキな愛の力
で、大人も子どもも夢中
にさせます!!
●日　時　 2月 8 日㈰
　　　　　開演18：00（開場17：30）
●料　金　全席指定　
　　　　　大　人　　　S席4,000円　A席3,000円
　　　　　高校生以下　S席2,000円　A席1,500円
※ＭＪホールでの購入はグループ割引あり
　（ 5枚以上購入で10％、10枚以上購入で20％割り引き）
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成26年11月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,215世帯 （32） （362）
人口総数 166,378人 （－46）（－974）
男　　性 77,892人 （－32）（－460）
女　　性 88,486人 （－14）（－514）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

イベントカレンダー （12月16日～1月20日）
※【　】内は場所、 は問い合わせ先

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

都城市エリア

12
月

31日㈬　17：00 ～
ゆく年くる年年越し星見会【たちばな天文台】
 たちばな天文台　☎62-4936

1
月

２日㈮　8：30（受付）
新春初詣健康マラソン大会【安楽寺発着】
 同実行委員会　☎57-3007

17日㈯・18日㈰　10：00 ～ 16：00
肉丼グランプリ【地場産業振興センター】
 地場産業振興センター　☎38-4561

18日㈰　8：30 ～ 12：00
成人記念ロードレース大会【都城運動公園陸上競技場発着】
 陸上競技協会事務局　☎26-4510（18時以降）

環霧島エリア

12
月

21日㈰　8：30 ～ 11：00
たかはるよりどり交流市【中央商店街】
 同運営協議会　☎0984-42-1839

1
月

７日㈬　18：30 ～
奇
き

習
しゅう

鬼追い【熊野神社】
 曽於市経済課　☎76-8808

お馬さん こっちこっち
食や歴史などさまざまな体

験・交流プログラムに参加し
て、まちの魅力を発見する「ボ
ンパク」。そのプログラムの一
つ「乗馬スクール」が10月25
日、サウスヒル牧場（吉之元町）
で開催されました。参加者らは手綱を引くのに悪戦苦闘して
いましたが、カウボーイに丁寧なアドバイスをもらいながら、
大自然の中を馬と駆け、さわやかな秋の風を感じていました。

プラザでお正月

劇団四季ミュージカル
「魔法をすてたマジョリン」

早いもので12月。忘年会などでお酒を飲む機会も

多くなりますが、飲み過ぎには注意しています

か？　先日、市内の自動車学校で、飲酒運転がいかに危

険であるかを体験する催しが開催されました。実際に飲

酒した後に運転をすると、ほとんどの参加者が判断力や

注意力に支障をきたしました。自分では大丈夫と思って

いても、お酒の影響は怖いもの。自分の適量を把握し、

楽しいお酒の席を過ごしてください。（博）

プラザで季節を感じる催
しをお届けする「プラザ
びより」。コマ作りやカ
ルタ遊び、書き初め体験
などのお正月遊びを行い
ます。
また、恒例の餅つき体験や振る舞い、津軽三味線と
尺八、ギターのミニコンサートもあります。
●日　時　 1月11日㈰　 9：00 ～ 12：00
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

高原町

曽於市
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